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研究成果の概要（和文）：国家社会主義からの離脱と進化は中国、旧ソ連諸国、中東欧諸国で多

様であった。1990 年代に資本主義化を遂行する制御能力を欠いていたロシアの国家がそれを有

したのは 2000 年代である。中国、スロベニアの国家は漸進的資本主義化戦略を取り、その遂行

能力を有していた。ヴィッシェグラード諸国とバルト諸国では国家主導の外資依存型資本主義

が出現した。ルーマニア、ブルガリアはヴィッシェグラード及びバルト諸国の道の後を追って

いる。 

 
研究成果の概要（英文）：The pattern of breakaway and evolution from state socialism 

has been diverse among China, the former Soviet Union and Central-Eastern European 

countries. Russia could have the state capacity to carry out the transformation to 

capitalism in the 2000s, although the country lacked it in the 1990s. China and 

Slovenia have adopted the gradual transformation strategy toward capitalism with 

state capacity for implementing it. In the Visegrád and Baltic states, the dependent 

capitalism on the foreign capitals has emerged that have led by their states. Bulgaria 

and Romania follows the transformation pattern in Visegrád and Baltic states.    
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１．研究開始当初の背景 

旧ソ連・中国、中東欧の国家社会主義からの

離脱と進化（資本主義化）は多様であった。

これが「国家社会主義からの離脱・進化の多

様性」を研究課題とした背景であった。 
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２．研究の目的 

上記のような状況を背景にして、国家社会主

義からの離脱・進化の多様性を、上記諸国の

いずれかを研究対象としている研究代表

者・研究分担者７名の海外調査・海外研究者

との交流を含む共同研究によって解明する

ことが本研究の目的であった。その際、市場

経済化（資本主義化）の国家戦略・制御能力

が上記の多様性に及ぼしている影響を解明

することを本計画の主な目的とした。 

 

３．研究の方法 

研究目的を遂行するため主に２つの問題を

検討した。 

（１）それぞれの国家がどのような市場経済

化（資本主義化）の戦略を取ってきたか。 

（２）それぞれの国家が市場経済化実施の課

題を遂行する点で、また実施過程で生じる

様々な問題を制御する点でどの程度の能力

を有していたか。 

 中国のほか、旧ソ連についてはロシアとバ

ルト諸国、中東欧についてはヴィッシェグラ

ード（中欧）諸国とスロヴェニア、さらにブ

ルガリア、ルーマニア（南東欧）を主な研究

対象国とした。本研究実施にあたっては、中

国、ロシアで現地調査を、バルト諸国につい

てはラトヴィア、東欧諸国についてはハンガ

リー、ブルガリア、ルーマニアなどで現地調

査を実施することとした。 

そして、3 年目には 2 年間の成果に基づき、

英国バーミンガム大学でワークショップを

開催、さらに日本にハンガリーの専門研究家

を招き研究会（ワークショップ）を開くこと

を計画し、4 年目にさらに研究を深め、計画

課題解明に努めるというのが当初計画した

方法であった。そして、上記のような当初計

画した方法に即して本研究を実施した。 

 

４．研究成果 

研究期間にロシア、中国、ハンガリー、ラト

ヴィア、ハンガリー、ルーマニア、ブルガリ

アで現地調査を実施した。3年目の平成 22 年

度には英国のバーミンガム大学ロシア東欧

研究センターのスタッフと研究代表者及び

研究分担者 2名による合同ワークショップを

開催した（開催地はバーミンガム大学）。同

年度にはハンガリー科学アカデミー経済研

究所のスタッフ、チャナディー氏を招きワー

クショップを京都大学経済研究所で開催し

た。毎年研究代表者と分担者の研究交流の機

会を持つとともに最終年度には成果の取り

まとめのための報告会を京都大学経済研究

所で開催した（2012 年 3月 11 日）。 

 旧ソ連のうちロシアついて明らかになっ

たのは、エリツィン時代に自由主義的資本主

義化が国家戦略として追求されたが、それを

遂行する統治能力は未成熟であり、プーチン

時代以後国家介入（特に、資源部門において）

が強まり国家資本主義の色彩が強まったと

いうことである。他方で、国家社会主義時代

に築かれたパトロン‐クライエント関係が

国家－企業－従業員関係に強く残っている。

メドベージェフ大統領時代に「近代化」がめ

ざされたが、近代化が西欧化に至るかどうか

まだ定かでない。バルト諸国の国家は概ねマ

クロ安定化と自由主義的資本主義形成に成

功したが、外資系への金融依存が 2008 年欧

州金融危機の同諸国への波及要因となった。 

 東欧諸国のうちヴィッシェグラード諸国

は、1990 年代後半以降、外資導入を加速する

国家戦略を取り外資系企業による輸出志向

経済を構築した。同戦略は 2008 年の世界不

況までは功を奏したが、過度の外資依存・輸

出依存が 2008年以後は裏目に出たといえる。

ブルガリア、ルーマニアもヴィッシェグラー

ド諸国の後を追う戦略を取っていることが



 

 

明らかになった。 

 中国は「非流通株」の政府保有などを通じ

て戦略的産業と金融部門の国家管理を維持

しながら市場経済化を推進する国家戦略を

取り成果を収めてきた。スロヴェニアと中国

は漸次的市場経済化を進める制御能力を国

家が有してきた例であるといえる。 

 ほぼ計画通りに海外調査、（ワークショッ

プ開催など）海外専門家との研究交流を実施

し、研究代表者と研究分担者のそれぞれが、

本研究に関する成果を論文刊行、学会報告、

図書刊行を通じて発表してきた。旧ソ連のう

ちロシアについてはソ連国家社会主義の遺

産としてのパターナリズムがグローバル化

のなかでいかに変容するかという論点、中国

については輸出主導型成長から内需志向の

成長への転換を党国家が制御できるかとい

う論点、バルト諸国及びヴィッシェグラード

諸国については経済面の国家戦略とあわせ

て、ナショナリズムをいかにコントロールす

るかという側面（これも国家の制御能力に関

わる）の解明が残されているが、本研究の当

初の目的はほぼ達成されたと言えよう。 
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